
別紙 

入所評価基準 

 

１ 本人の状況 

（１）要介護度 

要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 

15 点 18 点 20 点 25 点 30 点 

 

（２）認知症の行動・心理症状（要介護１～３） 

常時ある 随時ある 

10 点 ５点 

 

２ 介護サービス等の利用状況 

（１）居宅サービス等を利用している場合 

利用単位数の割合（※１） 包括単位サービスの利用状況 

６割以上 
４割以上 

６割未満 
４割未満 

直近月の平均利用頻度 

週５日以上 
週３日以上 

週４日以下 
週２日以下 

15 点 10 点 ５点 15 点 10 点 ５点 

 

（２）施設サービス等を利用している場合（※２） 

・介護老人保健施設又は介護療養型医療施

設を利用している場合 

・１月を超えて病院又は診療所を利用して

いる場合 

介護老人福祉施設、地域密着型介護老人福

祉施設入所者生活介護、特定施設入居者生

活介護（外部サービス利用型を除く。）、地

域密着型特定施設入居者生活介護又は認知

症対応型共同生活介護を利用している場合 

７点 ５点 

 

３ 介護者等の状況 

事実上の単身世帯で介護者がいない場合 

35 点 

 

上記以外の場合は、次の点数を合計する。 

  ①世帯の状況 

単身者又は高齢者のみの世帯（事実上） 左記以外 

７点 ５点 

  

  ②主たる介護者の年齢 

75 歳以上 65歳以上75歳未満 65 歳未満 

７点 ５点 ３点 



 

  ③主たる介護者の状況（複数加点可能） 

障害や疾病 

がある 

複数の介護 

をしている 

育児(６歳未満) 

をしている 
就労している 

３点 ３点 ３点 ３点 

 

  ④主たる介護者以外の他の家族・近隣者等の介護支援（※３） 

なし 随時あり 常時あり 

７点 ４点 １点 

 

４ 委員会の判断による加点 

  委員会の判断による加点は、１項目５点とし、４項目を上限とする。 

  （加点事例） 

・家族等の介護拒否がある場合 

・遠距離介護である場合 

・長期間の介護となっている場合 

・入所している施設等から退所を迫られている場合 

・住環境が適していないため十分な介護が見込めない場合 

・経済的理由等により居宅サービス等の利用状況が点数に反映されない場合 

（「利用単位数の割合」を適用している場合に限る。） 

・経済的理由により介護老人福祉施設（地域密着型を含む。）の利用以外を検討

できない場合 

・在宅での医療的処置が必要な場合 

・点数化できない認知症の行動・心理症状がある場合 

・知的障害・精神障害等を伴い日常生活に支障を来す行動等がある場合 

・地域に十分な介護サービスが無い場合 

・介護の負担割合が大きい場合（介護による睡眠不足、精神疾患等） 

・その他 

 

 

※１ 「利用単位数の割合」とは、区分支給限度基準額の平均（要介護１～５の区分支給限度

基準額の合計を５で除した数）に占める直近１月の利用単位数（包括単位を除く。）の割

合をいう。 

 

※２ 養護老人ホーム、軽費老人ホーム、有料老人ホーム（健康型及び住宅型に限る。）、外部

サービス利用型特定施設入居者生活介護又は救護施設を利用している場合、病院又は診療

所の利用が１月を超えない場合は、「居宅サービス等を利用している場合」とする。 

 

※３ 「随時あり」は週１～３日程度、「常時あり」は週４日程度以上を目安とする。 

 


